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研究要旨 

 乳幼児の睡眠に関連する情報は，近年メディアに取り上げられることも増加している．

一般向けに提供されている情報は，その時点でのトレンドや興味を反映しており，その

動向にも注視しておく必要がある．本研究では，直近１年間の子どもに関連する新聞

記事のアーカイブより，情報通信機器使用，睡眠時の安全・突然死，睡眠習慣・睡眠

の重要性に関連する記事を抽出した． 

 これらに関連した 95 本の記事のうち，情報通信機器使用についての記事が 68 本

（71.6%）と最も多く，次いで睡眠時の安全・突然死（14 本，14.7%），睡眠習慣・睡眠の

重要性（13 本，13.7%）の順であった．情報通信機器使用についてはスマートフォン（ス

マホ）使用に関連する記事が多く，子どものスマホ保有や使用頻度，スマホ依存，スマ

ホ育児や赤ちゃん向けアプリといった子どもの使用についての問題のみならず，親が

スマホに夢中になり子どもを無視するスマホネグレクト等の保護者の問題，逆にスマホ

を正しく使用するための教育といった幅広いテーマが取り上げられていた．一般の関

心が高いテーマでありながら，エビデンスに基づいた現状分析と対策がまだ十分なさ

れておらず，取り組みが必要な課題と言える． 

 

  



A．研究目的 

 

 乳幼児の睡眠に関連する情報は，近

年メディアに取り上げられることも増加し

ている．一般向けに提供されている情報

は，その時点でのトレンドや興味を反映

しており，その動向にも注視しておく必

要がある． 

 一般向けの情報を代表するものとして，

新聞記事を対象とし，直近１年間の子ど

もに関連する新聞記事のアーカイブより，

情報通信機器使用，睡眠時の安全・突

然死，睡眠習慣・睡眠の重要性に関連

する記事を抽出した． 

 

 

B．研究方法 

 

2017 年 4 月から１年間の，子どもに関連

する全国紙および地方紙の新聞記事の

アーカイブを解析した．1) 情報通信機

器使用，2) 睡眠時の安全・突然死，3) 

睡眠習慣・睡眠の重要性の 3 つのトピッ

クスに着目し，それぞれに関連する記事

を抽出し，これら全体の記事件数，それ

ぞれのトピックスの記事件数とその割合，

一般向け記事で多く取り上げられている

内容について解析を行った． 

 

 

C．研究結果 

 

3 つのトピックスに関連した記事の総数

は 95 本であった．これらの記事のうち，

情報通信機器使用についての記事が68

本（71.6%）と最も多く，次いで睡眠時の

安全・突然死（14 本，14.7%），睡眠習慣・

睡眠の重要性（13 本，13.7%）の順であっ

た． 

 

1) 情報通信機器使用 

 

 子どもの情報通信機器使用について

の記事では，スマートフォン（スマホ）使

用に関連する記事が多く，子どものスマ

ホ保有や使用頻度，スマホ依存，スマホ

育児や赤ちゃん向けアプリといった子ど

もの使用について多く取り上げられてい

た．また子どもの情報通信機器使用の問

題のみならず，親がスマホに夢中になり

子どもを無視するスマホネグレクト等の保

護者の問題にフォーカスした記事もあっ

た．一方，スマホを正しく使用するための

教育といった情報通信機器の適正な使

用に向けての記事もあり，幅広いテーマ

が取り上げられていた． 

 

2) 睡眠の安全・突然死 

 

 子どもの睡眠の安全・突然死に関連す

る記事としては，保育所などでの突然死

や事故についての記事が多く，安全な

睡眠環境についての内容が含まれてい

た． 

 

3) 睡眠習慣・睡眠の重要性 

 

 より良い睡眠習慣をどのように確保す

るか，睡眠の重要性について触れた記

事があったが，情報通信機器使用につ

いての記事の中にも睡眠習慣の重要性

についての内容が含まれているものがあ



り，情報通信機器使用が普及するなか

で睡眠習慣を考えるという新しい方向性

が一般向けメディアの中でもみられた． 

 

 

D．考察 

 

 一般向けの新聞記事においても，スマ

ホなどの情報通信機器使用に関連する

記事が 3 つのトピックスのうち約 7 割を占

め，情報通信機器使用が読者の関心が

高いトピックスであることがうかがえた． 

 一方，このように一般の関心が高いテ

ーマでありながら，エビデンスに基づい

た分析と対策が我が国ではまだ十分な

されていないことを考慮すると，まだまだ

これからの取り組みが必要な課題と言え

る． 

 情 報 通 信 機 器 使 用 に つ い て は ，

American Academy of Pediatrics (AAP) 

のガイドラインでは，2 歳以下の子どもは

電子機器を使用しないようにし，2 歳以

上の子どもでは 1 日 2 時間以下の使用

に 制 限 す べ き と し て い る ． Australian 

Department of Health は，2～5 歳の子

どもでは 1 日 1 時間以下の使用に制限

すべきとより厳しい基準を示している．し

かし，およそ 9 割の保護者が AAP のガイ

ドラインを守れていないとの報告もあり，

情報通信機器使用が急速に拡大してい

る現状との乖離も大きい． 

 

 

Ｅ．結論 

 

 本厚労科研において，子どもや養育者

の睡眠をめぐる最新の現状を調査検討

しており，本分担研究で明らかとなった

一般の興味の傾向も踏まえて，改善のた

めのアプローチとして「未就学児の睡眠

指針」の作成にあたる基礎的情報として，

本研究の結果を反映できた． 
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